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論文内容の要旨
本研究は、界面活性剤の原料として工業的に有用で、ある長鎖アルキル第三アミンを得る方法につい
て研究し、さらに得られた生成物の性質を明らかにして、アルコールと第三アミンのアルキル基交換
反応による長鎖第三アミンの製造に関する工業化の基礎を得ることを目的として行なったものである。
第 1 章では、不飽和アルキル第三アミンの合成を目的として、第 l 節ではオレイルアルコールとト
リエチルアミンの反応により、アルコールの二重結合が大部分残存した長鎖アルケニル第三アミンを、
収率良く製造し得ることを認めた。また、この反応にわいては、 トリエチルアミンわよび触媒を多量
に用いるが、これらは回収により再使用が可能であることが判明した。
第二節では、不飽和脂肪酸エステルの高圧還元に際し、 トリエチルアミンを同時に存在させること
により、二重結合の50%程度が残った長鎖アルキル第三アミンが得られ、さらにカドミウム塩の添加
により、二重結合の残存率が増加することが判った。
第 2 章では、第二アルコールの場合、アルキル基交換反応の反応率が悪いので、これに酸化エチレ
ンを付加重合させたものを用いて反応を行ない2700 C以下では、オキシエチレン鎖の切断もなく、好
収率で、エーテル結合を有する第三アミンを得ることができた。また、このエーテル結合を有する第三
アミンより誘導される界面活性剤は、今までにない特長ある性質を持つものであることを認めた。
第 3 章では、第三アミンとして、エタノールアミン類を用いることにより、ピペラジン誘導体が得
られることを見出し、さらに、アルコールとして、ジエチレングリコールを用いた場合、モルホリン
誘導体が生成することが明らかとなった。
第 4 章では、 n ーオクタノールとトリエチルアミンを固定床触媒に通すことにより、常圧で連続的
にアルキル基交換反応が行なえることを明らかにした。
第 5 章では、触媒として銅ークロム酸化物のほかに、ルテニウムおよびコバルトが有効で、あり、こ
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れらの金属を触媒として用いることにより、水素加圧なしに、窒素雰囲気中でアルキル基交換反応が
進行することを見出した。さらに、触媒、反応条件、反応物などのアルキル基交換反応に与える影響
を明らかにし、反応の選択率を向上させるための条件について知見を得た。
第 6 章では、市販のアルコールや、水酸基を有する非イオン活性剤と、 トリエチルアミンの反応に
より得られた第三アミンを原料として、種々の界面活性剤を合成し、その性質が非常に特長あるもの
であることを認めた。
論文の審査結果の要旨
本論文は、現在脂肪酸を原料として合成されているカチオン界面活性剤を長鎖アルコールと第三ア
ミンとのアルキル基交換反応、によって合成する方法について検討している。
原料に不飽和アルコールを使用することによってアルケニル基を有する第三アミンを合成し得るこ
と、不飽和脂防酸エステルを高圧還元する際に第三アミンを共存させることによって、アルケニル基
をもっ第三アミンを製造し得ること、安価な第 2 アルコールの酸化エチレン付加物からは、エーテル
基をもっ第三アミンが得られることが認められている。
さらに、このアルキル基交換反応に既知の銅系触媒の外にルテニウム系わよび、コバルト系触媒が
良好な性能をもっていることを発見している。
また、本法で初めて容易に合成し得るようになったエーテル基を含む第三アミンの塩類の界面活性
剤としての物性を試験し、優れた性能をもっていることを認めている。
このような、知見は工業的にも学術的にも貢献することが大きい。よって、本論文は博士論文とし
て充分価値あるものと認められる。
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